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７
月
Ⅳ
日
か
ら
肥
日
に
、
伊

藤
千
代
子
の
故
郷
諏
訪
で
、
墓

参
。
ロ
ケ
地
訪
問
ツ
ア
ー
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
別
名
余
の
方
々
が
、

愛
知
か
ら
は
名
北
支
部
か
ら
２

名
、
西
三
支
部
か
ら
５
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ

ア
ー
に
は
、
桂
壮
三
郎
監
督
、

圭
演
の
井
上
百
合
子
さ
ん
、
原

作
者
の
藤
田
廣
登
さ
ん
も
参
加

き
れ
、
伊
藤
千
代
子
顕
彰
碑
を

ほ
じ
め
伊
藤
千
代
子
ゆ
か
り
の

地
を
訪
問
・
見
学
す
る
、
映
画

『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
』
伊
藤
干
代
子
の
生
涯

墓
参
。
ロ
ケ
地
訪
間
ツ
ア
ー
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製
作
・
上
映
成
功
に
向
け
て
の

有
意
義
で
楽
し
い
ツ
ア
ー
で
し

た
。
地
元
の
新
聞
『
長
野
日
報
』

も
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
取

り
上
げ
、
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
名
北
支
部
の
田

中
節
子
さ
ん
は
、
若
い
伊
藤
千

代
子
が
平
和
。
人
権
。
男
女
平

等
。
自
由
の
為
に
不
屈
に
閾
い

ぬ
い
た
源
泉
は
何
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
有
意
義
な
ツ
ア
ー
で

あ
っ
た
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
賠
岡
盟
愛
知
県
本
部
女
性

’

1 1

部
長
の
田
中
節
子
さ
ん
は
、
映

画
成
功
に
向
け
て
、
７
月
”
日

に
、
女
性
部
役
員
と
と
も
に
女

性
団
体
・
青
年
団
体
等
を
訪
問

し
、
映
画
製
作
・
上
映
成
功
に

向
け
て
共
に
協
力
協
同
す
る
こ

と
を
訴
え
、
８
月
塑
日
に
東
別

院
会
舘
で
『
時
代
の
証
言
者
伊

藤
千
代
子
』
の
著
者
藤
田
廣
登

さ
ん
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
る
学

習
講
演
会
へ
の
参
加
を
要
請
し

ま
し
た
。

西
三
支
部
か
ら
参
加
さ
れ
た

加
藤
宗
男
さ
ん
は
、
映
画
成
功

’
一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る

一
、
国
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
る
こ
と

一
、
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝
罪
と
補
償
を
お
こ
な
う
こ
と

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

に
向
け
て
、
す
で
に
百
万
円
以

上
の
財
政
協
力
を
し
て
い
ま
式
１

が
、
引
き
続
き
二
百
万
を
め
ざ

し
て
財
政
的
に
も
運
動
的
に
も

力
を
つ
く
し
た
い
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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■県同盟の現勢

8月1日 796名

【入会者】0名

ありませんでした

【退会者】2名

名北支部1名

稲沢支部1名 ’
一

私たちの

運動の基本
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長野日報の記事より転載
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伊
藤
千
代
予
の
劇
映
画
心
待
ぢ
Ｉ
の
証
言
肴
伊
藤
毛
代
予
〕
怒
原

県
内
ロ
ケ
候
補
地
ツ
ア
ー
案
に
映
画
化
が
決
ま
っ
た
。
。

昭
和
初
期
に
国
の
弾
圧
を
受
ロ
ナ
禍
で
撮
影
が
約
１
年
後
ろ
↓

け
、
型
歳
で
死
去
し
た
諏
訪
市
倒
し
と
な
り
、
来
年
３
月
の
完

出
身
の
社
会
活
動
家
伊
藤
千
代
成
と
５
月
か
ら
の
上
映
を
目
指

子
（
１
９
０
５
～
朗
年
）
の
生
涯
し
て
い
る
。

を
描
い
た
劇
映
画
が
、
月
加
日
ツ
ア
ー
初
日
の
Ⅳ
日
は
龍
雲
一

か
ら
、
県
内
や
首
都
圏
で
撮
影
寺
霊
園
（
諏
訪
市
南
真
志
野
）
に

が
始
ま
る
。
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
に
あ
る
千
代
子
の
顕
彰
碑
に
献
花

先
立
ち
、
主
演
女
優
と
監
督
と
し
墓
参
し
た
ほ
か
、
諏
訪
地
域

と
も
に
県
内
の
ロ
ケ
候
補
地
を
の
ロ
ケ
予
定
地
の
高
島
城
や
諏

巡
る
ツ
ア
ー
が
ｗ
日
か
ら
２
日
訪
大
社
下
社
秋
宮
な
ど
を
巡
つ

間
の
日
程
で
始
ま
っ
た
。
県
内
た
。
娼
日
は
松
本
市
を
中
心
に
３

外
か
ら
約
即
人
が
参
加
し
、
来
旧
松
本
少
年
刑
務
所
な
ど
を
訪

年
５
月
の
公
開
を
心
待
ち
に
し
問
す
る
。
Ⅳ
日
に
は
諏
訪
市
交

た
。
（
中
村
理
沙
）
流
ス
・
ヘ
ー
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
で

劇
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
集
会
を
開
き
、
主
演
を
務
め
る

と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
円
企
画
（
東
京
）
所
属
の
新
人
女

は
、
映
画
企
画
。
製
作
の
ゴ
ー
優
井
上
百
合
子
さ
ん
（
恥
）
が
｜

ゴ
ー
ピ
ジ
ュ
ア
ル
企
画
（
埼
玉
「
こ
の
時
代
に
つ
い
て
知
ら
な

県
）
社
長
で
監
督
の
桂
壮
三
郎
か
つ
た
が
、
墓
参
を
し
た
時
に

さ
ん
（
池
）
の
思
い
で
プ
ロ
ジ
ェ
諏
訪
湖
が
見
え
て
と
て
も
き
れ

ク
ト
が
始
動
。
下
諏
訪
町
出
身
い
で
安
心
し
た
。
精
い
っ
ぱ
い

の
藤
田
廣
登
さ
ん
（
開
）
Ⅱ
千
葉
演
じ
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
ゞ

県
Ⅱ
の
著
作
「
増
補
版
時
代
桂
監
督
は
「
理
想
に
向
か
っ
て

9

も

『

一一一 一
一ー
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－
２
０
２
１
体
十
一

平
和
の
た
め
の

８
月
⑫
日
か
ら
晦
日
ま
で
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
で
開
催

き
れ
た
戦
争
展
に
、
国
賠
同
盟

ほ
『
伊
藤
代
子
の
生
涯
』
を
テ
ー

マ
に
参
加
し
ま
し
た
。

突
き
進
迩
生
き
万
憩
若
い
火
に
‐

見
て
ほ
し
い
。
真
面
目
に
真
正

面
に
生
き
る
の
が
大
事
だ
と
千

代
子
に
託
し
て
描
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

伊
藤
千
代
子
は
諏
訪
高
等
女

学
校
（
現
・
諏
訪
二
葉
高
校
）
を

卒
業
し
、
代
用
教
員
な
ど
を
経

て
東
京
女
子
大
学
で
学
ぶ
。

共
産
党
員
と
し
て
反
戦
や
男
女

平
等
を
訴
え
続
け
、
治
安
維
持

法
違
反
で
逮
捕
。
投
獄
さ
れ
、

志
半
ば
の
型
歳
で
死
去
し
た
。

戦
争
展

｜
I

１
３
月
凶
‐
日
弔
後
４
時
が
ら
ぱ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
第
１
展

示
室
に
お
い
て
叩
上
映
と
講
演

も
行
い
ま
し
た
。

－－
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よ
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昭
和
旭
年
鶴
彬
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配
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高
梁
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へ
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鐘 鎌穆奪心謹参叢灘
：
万
歳
ど
あ
研
で
行
づ
‐
だ
手
を
大

陸
へ
お
い
て
来
た

手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て

か
へ
し

ぷ
ふ
悔
悉
心
み
ろ
○
歩
突
へ
影
歩
岳
衙
、
へ
忌
み
ぷ
や
つ
今
垂
心
心
缶
唾
が
輯
、
ふ
み
唾
つ
ゃ
毎
秒
毎
が
毎
＄
お
盃
○
零
乗
お
毎
密
跨
缶
野
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